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気候変動の実情（世界で⾒ると）

IPCC第5次報告書から引⽤

1880年〜2012年︓0.85˚C上昇
（上昇率︓0.006˚C/年）

1901〜2010年︓19cm上昇
（上昇率︓0.17cm/年）

近年30年の各10年間は，1850年
以降のどの10年間よりも⾼温

ここ数⼗年の多くの観測結果より，世界中において気候変動の影響が
⽰されており，疑う余地はない状況である．

この気候変動の原因としては，⽔蒸気，
⼆酸化炭素などの温室効果ガス

気候変動の実情（岐⾩県で⾒ると）

（上昇率︓0.0311˚C/年）

年平均気温は観測開始から1.8〜1.9˚C程度，岐⾩県でも上昇している

（上昇率︓0.0328˚C/年）

産業技術総合研究所（AIST）作成

⾼⼭市の森林内で計測している
⼆酸化炭素（CO2）濃度からも，
温室効果ガスの影響が⼤きい

気候変動（地球温暖化）の仕組み

太陽からの光

熱の放出⼤気
（温室効果ガス）

熱を吸収

気候変動が⽣じる前
（約200年前︓産業⾰命前）

太陽からの光

熱の放出

熱を吸収

現在

地表から反射する熱を吸収し，
⼤気を暖める効果を持つ，
温室効果ガスの量が少なかった

温室効果ガスの量が増えたことで，地表か
ら反射する熱をより吸収し，⼤気を暖めて
しまう
=>温暖化につながる
=>海氷の融解や海洋⽔の蒸発に伴い⽔蒸気
が増加，温暖化の促進や短時間あたりの
降⽔量が増加する可能性がある．．．



気候変動の予測（世界で⾒ると）

太陽から
の光

熱の
放出

熱を吸収

地球の気候変化を物理の法則に則って，様々な前提条件を与える
ことで将来の地球の気候を計算機（スパコン）で予測する
【前提条件の例】
・気候変動をどの程度抑制するか
（温暖化をどの程度とするか）
・⼈々がどのような社会を選択するか
（化⽯燃料を使い続ける，都市に⼈が集中する，など）

最も低いシナリオ（RCP2.6）のみが，
気温上昇を産業⾰命以前と⽐べて2˚C
未満に抑えることが可能という予測

平均海⾯の上昇は現在も続いている．
選択したシナリオによって，平均海⾯
の上昇量が数10cm異なるという予測

気候変動の抑制（緩和）策を取った場合でも，影響が現実に起きる可能性⼤
=>緩和策と同時に気候変動の影響への備え（適応策）を⽤意することも重要

県下全域への展開
→リスク変動の地域分布傾向

気候モデルから年最⼤降⽔イベントを抽出

気候変動予測シミュレーション＋河川整備計画のためのモデル，⽔⽂観測データによる検証
 信頼性が⾼く，国内で汎⽤性の⾼い影響評価⼿順を提案。
 河川管理者や市⺠にも分かりやすい形で洪⽔規模・頻度に対する温暖化影響を評価。

岐⾩県での気候変動の影響予測

流域内⼈⼝︓
⽊曽川︓約57万⼈
⻑良川︓約86万⼈
揖斐川︓約47万⼈

計画⾼⽔流量︓
⽊曽川︓13,500[m3/s]（洪⽔調節 6,000[m3/s],30[%]）
⻑良川︓ 8,300[m3/s]（洪⽔調節 600[m3/s], 7[%]）
揖斐川︓ 3,900[m3/s]（洪⽔調節 2,400[m3/s],38[%]）

 ⽊曽三川で最も多い流域内⼈⼝ ⇔ 最も少ない洪⽔調節機能（本川にダムなし）
 ⼤⾬による洪⽔，無降⽔による渇⽔など，気候変動の影響を直接蒙りやすい

岐⾩県での気候変動の影響予測（洪⽔リスク）

長良川 忠節観測所における年最大流量（1962年～2017年）

S51 安八水害

H16台風23号災害

 ⻑良川の過去の災害は、台⾵による豪⾬によってもたらされたものが多い。

⻑良川の過去の洪⽔
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計画高水流量

長良川忠節地点におけるT年確率洪水流量 評価結果

 地球温暖化が進展した状況
における，⻑良川の
洪⽔の規模・頻度を定量的
に評価．

 100年に⼀度の洪⽔の流量
は，2030年頃には1.1倍

 過去の気象では，
100年に１度であった
平成16年台⾵23号クラス
の洪⽔が，2030年頃には
50年に⼀度に︕
緩和努⼒を怠った場合には
30年に⼀度程度おこりう
ると評価された．

約1.1倍
約1.3倍

2030年頃 2080年頃（緩和努力を怠った場合）過去

原田守啓，丸谷靖幸，児島利治，松岡大祐，中川友進，川原慎太郎，荒木文明(2018) アンサンブル気候変動予測データベースを用いた洪水頻度解析に
よる長良川流域の温暖化影響評価，土木学会論文集B1(水工学) ,  vol.74, No.4, I_181‐I_186.

⻑良川流域の洪⽔発⽣確率の変化予測

注）この計算では，洪⽔流量の増加を検討するため，ダム・遊⽔地等の影響を考慮していない．
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過去, 100年に１度の洪⽔が，X年に１度起こるようになる

=>温暖化の緩和努⼒（温室効果ガス削減）を怠れば，私たちは安全に暮らすことは不可能になる︕

100年に１度の洪⽔流量の増加率

1.1倍1.2倍
1.3倍 1.2倍

1.3倍

1.2倍

1.2倍1.1倍

100年に１度の洪⽔流量の増加率
（2030年頃，産業⾰命以前＋２度の予測）

岐⾩県主要流域に同⼿法を適⽤すると．．．
（原⽥・丸⾕ 未発表）

地域（市町村など）での気候変動影響予測
地球の気候変化を物理の法則に則って，様々な前提条件を与える
ことで将来の地球の気候を計算機（スパコン）で予測する

20km 5km

2km 1km

60km

地球全体の計算
は，1つの格⼦が
約100〜300km

四⽅で計算される例えば，60km，20km，5km，2km，1kmで作成された
標⾼図を⽰すと．．．

格⼦が粗いと⼭など
の細かな地形を表現
することが出来ない
 細かな地形の
表現は地形性の降⾬
などといった現象を
捉えるのに重要
☆地域レベルでの気
候変動影響予測や適
応策の⽴案には，検
討に⼗分な細かさの
格⼦での気候予測が
必要

ただし，細かな格⼦で広範囲・⻑期間の計算は，現時点の計算機資源では困難．．．
=>適応策⽴案に向けて，必要なケースを選定することが必要

地域（市町村など）での気候変動影響予測
適応策⽴案に向けて，必要なケースの選定⽅法の検討および必要⼗分な格⼦サイズを
把握するために，⻑良川流域を対象に実際の洪⽔事例13ケースに対し，気候モデル
による豪⾬の再現性と洪⽔予測を実施

約125km→約60km
約125km→20km→5km→2km/1km

の格⼦サイズで気候の再現を実施
※⽮印の向きは格⼦サイズの⾼解像度化の流れを⽰す．

忠節

下洞⼾

【豪⾬事例に着⽬した場合】
2km程度までの空間解像度にすることで，
地域での気候変動影響予測が可能



• 本研究の結果，流域や河川区間ごとの洪⽔の規模・頻度に対する温暖化の影響を，
定量的に評価する⼿法が開発された．

• 岐⾩県による⽔害危険情報図 ＋本研究⼿法
＝ 温暖化影響による浸⽔リスク地域別評価

• ＋ ⼩⼭准教授らが開発した⼿法 ＝ 温暖化影響も考慮した災害に曝される
（ハザードマップ×⼈⼝予測） ⼈⼝や年代構成の将来変化の分析

• ⾼精度になりつつある気候シミュレーションモデルと，⽔害リスク評価⼿法を組み
合わせ，分かりやすい情報提供につなげ，各地域における安全・安⼼なまちづくり
の基礎資料として貢献していきたい．

今後の計画）氾濫浸⽔想定×洪⽔発⽣頻度
×災害曝露⼈⼝

ご清聴ありがとうございました．


